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一
、
は
じ
め
に

　

王
守
仁
（
陽
明
、
成
化
八
年
九
月
三
十
日
、
一
四
七
二
～
嘉
靖
七
年
十
一

月
二
十
九
日
、
一
五
二
九
）
は
、
い
ま
さ
ら
言
う
ま
で
も
な
く
、
明
代
を

代
表
す
る
思
想
家
で
あ
り
、
そ
の
著
作
の
硏
究
は
、
明
代
思
想
史
硏
究

の
上
に
お
け
る
不
可
闕
の
基
礎
作
業
で
あ
る
。

　

王
守
仁
の
詩
文
に
關
し
て
は
、
隆
慶
六
年
（
一
五
七
二
）
に
刋
行
さ

れ
た
『
王
文
成
公
全
書
』
に
お
い
て
一
應
の
集
大
成
が
な
さ
れ
て
い
る

が（
１
）、
そ
こ
に
至
る
ま
で
に
、
多
く
の
詩
文
集
が
編
ま
れ
て
お
り
、
そ
の

う
ち
主
要
な
も
の
を
擧
げ
る
な
ら
ば
、
以
下
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る（

２
）。

丘
養
澔
編
『
居
夷
集
』　　
　
　

嘉
靖
三
年
（
一
五
二
四
）
序
刋

鄒
守
益
編
『
陽
明
先
生
文
錄
』　

嘉
靖
六
年
（
一
五
二
七
）
刋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
現
存
せ
ず
）

黃
綰
編
『
陽
明
先
生
文
錄
』　　

嘉
靖
十
二
年
（
一
五
三
三
）
序
刋

「
姑
蘇
本
」『
陽
明
先
生
文
錄
』　

嘉
靖
十
五
年
（
一
五
三
六
）
序
刋

閭
東
編
『
陽
明
先
生
文
錄
』　　

嘉
靖
二
十
九
年
（
一
五
五
〇
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
序
刋

胡
宗
憲
編
『
陽
明
先
生
文
錄
』　

嘉
靖
三
十
六
年
（
一
五
五
七
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
序
刋（

３
）

　

上
記
の
諸
々
の
詩
文
集
の
う
ち
前
五
者
に
關
し
て
は
、
筆
者
は
前
記

の
拙
著
第
二
章
「
王
守
仁
著
作
の
編
纂
・
出
版
」
に
お
い
て
詳
述
し
て

お
い
た
が
、
最
後
に
擧
げ
た
胡
宗
憲
編
『
陽
明
先
生
文
錄
』（
以
下
、「
胡

　
　
　

胡
宗
憲
本
『
陽
明
先
生
文
錄
』
お
よ
び
附
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傳
習
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い
て
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宗
憲
本
」『
文
錄
』
と
略
稱
）
に
つ
い
て
は
、
拙
著
第
一
三
二
～
一
三
三

頁
に
擧
げ
て
お
い
た
よ
う
に
、
そ
の
內
容
に
關
し
て
、「
本
書
は
內
容

的
に
は
「
姑
蘇
本
」
の
重
刻
本
で
あ
る
」
と
記
し
て
い
る
の
と
、「
胡

宗
賢
本
に
つ
い
て
唯
一
註
目
さ
れ
る
の
は
、總
目
の
後
に
錢
德
洪
の「
刻

文
錄
敍
說
」
を
揭
げ
て
い
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
現
在
「
刻
文
錄
敍
說
」

が
あ
ま
り
に
も
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
た
め
誰
も
註
目
し
な
い
よ
う
だ

が
、
實
際
の
『
文
錄
』
に
「
刻
文
錄
敍
說
」
が
揭
載
さ
れ
た
の
は
胡
宗

賢
本
が
始
め
て
な
の
で
あ
る
」
と
指
摘
す
る
の
み
に
と
ど
ま
っ
て
い
る

の
で
あ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
た
と
え
內
容
的
に
他
の
文
錄
に
含
ま
れ
て
い
な
い

詩
文
が
見
ら
れ
な
い
に
せ
よ
、「
胡
宗
憲
本
」『
文
錄
』
の
編
纂
過
程
を

分
析
す
る
こ
と
は
、
王
守
仁
著
作
の
編
纂
・
流
布
の
過
程
を
知
る
う
え

で
、
後
述
の
ご
と
く
重
要
な
意
味
を
有
し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、「
胡
宗
憲
本
」
に
關
し
て
は
、
今
ま
で
知
ら
れ
て
こ
な
か

っ
た
新
資
料
が
近
年
出
現
し
て
い
る
。
筆
者
は
、
二
〇
〇
七
年
に
あ
る

古
書
肆
よ
り
、卷
末
に
『
傳
習
錄
』
が
附
載
さ
れ
て
い
る
「
胡
宗
憲
本
」

を
入
手
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

こ
の
『
傳
習
錄
』
は
現
在
世
界
各
地
の
所
藏
⺇
關
に
保
存
さ
れ
て
い

る
「
胡
宗
憲
本
」
に
は
附
刻
さ
れ
て
い
な
い
も
の
で
あ
り
、『
王
文
成

公
全
書
』
所
收
の
『
傳
習
錄
』
に
よ
っ
て
、『
傳
習
錄
』
が
一
應
の
完

成
を
み
る
直
前
の
形
を
示
す
も
の
と
し
て
、
極
め
て
貴
重
な
も
の
で
あ

る
。

　

遺
憾
な
が
ら
、
本
書
を
入
手
し
た
時
に
は
前
記
拙
著
は
す
で
に
刋
行

目
前
で
あ
り
、
本
「
胡
宗
憲
本
」『
傳
習
錄
』
の
內
容
に
關
し
て
言
乁

す
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
不
可
能
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
前
記
拙
著
に
お
い

て
は
、
新
發
見
の
「
胡
宗
憲
本
」『
傳
習
錄
』
に
含
ま
れ
て
い
る
唐
堯

臣
の
序
文
で
あ
る
、「
讀
傳
習
錄
有
言
」
の
飜
刻
を
揭
載
す
る
の
み
に

と
ど
め
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
あ
る（

４
）。

　

し
か
し
な
が
ら
、
王
守
仁
著
作
の
刋
行
の
全
體
像
を
解
明
す
る
う
え

で
、「
胡
宗
憲
本
」『
陽
明
先
生
文
錄
』
お
よ
び
、
そ
れ
に
附
載
さ
れ
て

い
る
「
胡
宗
憲
本
」『
傳
習
錄
』
は
非
常
に
重
要
な
も
の
で
あ
る
。
そ

の
た
め
、
本
論
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
諸
書
に
つ
い
て
み
て
い
く
こ

と
と
し
た
い
。

　

二
、「
明
嘉
靖
三
十
六
年
序
刋
」
胡
宗
憲
本

　
　
『
陽
明
先
生
文
錄
』
に
つ
い
て

　

初
め
に
、
從
來
よ
り
知
ら
れ
て
い
た
、「
明
嘉
靖
三
十
六
年
序
刋
」

と
さ
れ
る
、胡
宗
憲
本『
陽
明
先
生
文
錄
』に
つ
い
て
述
べ
て
お
き
た
い
。

同
書
は
現
在
、
日
本
國
內
に
お
い
て
は
國
立
公
文
書
館
（
舊
內
閣
文
庫
）

お
よ
び
蓬
左
文
庫
（「
文
錄
」、「
外
集
」
の
み
）、
中
國
で
は
上
海
圖
書
館
、
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上
海
師
範
大
學
圖
書
館
、
北
京
大
學
圖
書
館
（「
文
錄
」
の
み
）
に
所
藏

さ
れ
て
い
る（

５
）。

　
「
胡
宗
憲
本
」『
文
錄
』
は
、
前
述
の
ご
と
く
、
そ
れ
以
前
に
刋
刻

さ
れ
た
王
守
仁
の
主
要
な
五
種
の
詩
文
集
の
う
ち
、
嘉
靖
十
五
年

（
一
五
三
六
）
に
刋
行
さ
れ
た
、い
わ
ゆ
る
「
姑
蘇
本
」
の
重
刻
本
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
、
架
藏
本
を
除
く
な
ら
ば
國
內
唯
一
の
完
本
で
あ
る
、
國
立

公
文
書
館
所
藏
本
に
よ
っ
て
、「
胡
宗
憲
本
」『
文
錄
』
に
つ
い
て
述
べ

て
い
き
た
い
。

　

胡
宗
賢
本
『
陽
明
先
生
文
錄
』（
國
立
公
文
書
館
所
藏
本
）、
文
錄
五
卷
、

外
集
九
卷
、
別
錄
十
卷
。
十
九
・
三
×
十
三
・
四
糎
、
半
丁
九
行
、
行

十
九
字
。
四
週
雙
邊
、
白
口
、
單
魚
尾
（
上
白
魚
尾
）。
版
心
の
魚
尾
の

下
に
「
陽
明
文
錄
（
外
集
、
別
錄
）
○
卷
」、
丁
數
の
記
載
有
り
。

　

同
書
に
關
し
て
、『
內
閣
文
庫
漢
籍
分
類
目
錄
』
に
お
い
て
は
、
以

下
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

陽
明
先
生
文
錄　

五
卷
外
集
九
卷
別
錄
十
卷　

明
王
守
仁
撰　

錢
德

洪
・
王
畿
編　

明
嘉
靖
三
十
六
序
刋（

６
）

　

す
な
わ
ち
、
同
書
を
「
明
嘉
靖
三
十
六
（
年
）
序
刋
」
と
判
斷
し
て

い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る（

７
）。

　

次
に
、
同
書
の
內
容
を
見
て
い
き
た
い
。

「
重
刋
陽
明
先
生
文
錄
敍
」（
嘉
靖
丁
巳
［
三
十
六
年
、一
五
五
七
］、胡
宗
憲
）

「
陽
明
先
生
文
錄
序
」（
嘉
靖
乙
未
［
十
四
年
、
一
五
三
五
］、
黃
綰
）

「
陽
明
先
生
文
錄
序
」（
嘉
靖
丙
申
［
十
五
年
、
一
五
三
六
］、
鄒
守
益
）

「
陽
明
先
生
文
錄
總
目
」（
冐
頭
に
錢
德
洪
「
刻
文
錄
敍
說
」［
嘉
靖
乙
未
、

十
四
年
、
一
五
三
五
］
を
置
く
）

陽
明
先
生
文
錄
（
全
五
卷
。
卷
一
、三
の
卷
首
二
行
目
よ
り
、「
後
學
新
安
胡

宗
憲
重
刻
／
門
人
錢
德
洪
／
王
畿
編
次
／
唐
堯
臣
校
正
」、
卷
五
卷
末
に
「
後

學
生
／
酈
琥
／
徐
天
民
／
方
木
／
錢
君
澤
／
鄭
忠
／
錢
彪
／
對
校
」
と
あ
る
）

陽
明
先
生
文
錄　

外
集
（
全
九
卷
。
卷
一
、五
、七
の
卷
首
二
行
目
よ
り
、「
後

學
新
安
胡
宗
憲
重
刻
／
門
人
錢
德
洪
／
王
畿
編
次
／
唐
堯
臣
校
正
」、
卷
九
卷

末
に
「
後
學
生
／
酈
琥
／
徐
天
民
／
方
木
／
錢
君
澤
／
鄭
忠
／
錢
彪
／
對
校
」

と
あ
る
）

陽
明
先
生
別
錄
（
全
十
卷
。
卷
一
、三
、五
、七
、九
の
卷
首
二
行
目
よ
り
、「
後

學
新
安
胡
宗
憲
重
刻
／
門
人
錢
德
洪
／
王
畿
編
次
／
唐
堯
臣
校
正
」、
卷
十
卷

末
に
「
後
學
生
／
酈
琥
／
徐
天
民
／
方
木
／
錢
君
澤
／
鄭
忠
／
錢
彪
／
對
校
」

と
あ
る
）
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「
跋
重
刻
陽
明
先
生
文
錄
後
」（
嘉
靖
三
十
七
年
［
一
五
五
八
］、
唐
堯
臣
）

「
重
刻
陽
明
先
生
文
錄
後
語
」（
嘉
靖
丁
巳
［
三
十
六
年
、
一
五
五
七
］、
王

畿（
８
））

　

本
書
の
編
者
で
あ
る
胡
宗
憲
は
、
字
汝
貞
、
號
梅
林
、
諡
は
襄
懋
。

徽
州
府
績
溪
縣
（
現
安
徽
省
績
溪
縣
）
の
人
。
嘉
靖
十
七
年
（
一
五
三
八
）

の
進
士
。
嘉
靖
三
十
四
年
（
一
五
五
五
）
に
右
僉
都
御
史
と
し
て
浙
江

を
巡
撫
、以
後
、倭
寇
へ
の
對
策
に
專
念
。
嘉
靖
三
十
五
年
（
一
五
五
六
）

に
は
南
直
隸
、
浙
江
、
福
建
の
總
督
と
な
る
。
翌
嘉
靖
三
十
六
年

（
一
五
五
七
）
に
は
浙
江
巡
撫
を

任
。
嘉
靖
三
十
八
年
（
一
五
六
〇
）
に
、

倭
寇
の
頭
目
、
王
直
を
處
刑
し
た
こ
と
で
著
名
。
官
は
太
子
太
保
に
至

る
。

　

本
書
の
刋
行
に
い
た
る
ま
で
の
經
緯
に
關
し
て
は
、
本
書
卷
頭
に
記

さ
れ
て
い
る
「
重
刋
陽
明
先
生
文
錄
敍
」
の
冐
頭
に
お
い
て

に
ま

と
め
ら
れ
て
い
る
の
で
、
該
當
箇
所
を
以
下
に
引
用
し
た
い
。

　

陽
明
先
生
以
致
良
知
立
敎
、
天
下
士
靡
不
翕
然
嚮
風（

９
）。
自
先
生
沒
凡

若
干
年
、
人
愈
益
仰
慕
、
凡
先
生
生
平
製
作（

（（
（

、
雖
一
字
一
句
皆
視
如
連

珠
拱
璧
、
不
忍
棄
。
而
緖
山
錢
子
復
詮
次
成
編
、
名
曰
陽
明
先
生
文
錄
、

首
刻
於
姑
蘇
。
今
閩
越
河
東
關
中
皆
有
刻
本
、
亦
足
以
徵
良
知
之
逹
諸

天
下
矣
。

　

天
眞
書
院
爲
先
生
崇
祀
之
所
。
四
方
士
來
游
於
此（

（（
（

、
求
觀
先
生
之
文

者
、
每
病
其
難
得
。
錢
子
偕
龍
溪
王
子
謀
於
予
曰
、
古
人
有
倚
馬
論
衟

者
。
兵
事
雖
倥
偬
、
亦
不
可
無
此
意
。
願
以
姑
蘇
本
再
加
校
正
、
梓
藏

於
天
眞
、
以
惠
後
學
、
何
如
。
予
曰
、
諾
。
遂
捐
俸
金
若
干
兩
、
命
同

知
唐
堯
臣
董
其
事
、
以
九
月
某
日
刻
成
。・
・
・
嘉
靖
丁
巳
仲
鼕
吉
旦
、

後
學
新
安
梅
林
胡
宗
憲
頓
首
拜
撰
。

【
訓
讀
】

　

陽
明
先
生
、
致
良
知
を
以
て
敎
へ
を
立
て
、
天
下
の
士
、
翕
然
と
し

て
風
に
嚮
は
ざ
る
は
靡
（
な
）
し
。
先
生
沒
し
て
よ
り
凡
そ
若
干
年
、

人
愈
々
益
々
仰
慕
し
、
凡
そ
先
生
の
生
平
の
製
作
は
、
一
字
一
句
と
雖

も
皆
な
連
珠
拱
璧
の
如
く
に
視
て
、
棄
つ
る
に
忍
び
ず
。
而
し
て
緖
山

錢
子
、
復
た
次
を
詮
し
て
編
と
成
し
、
名
づ
け
て
陽
明
先
生
文
錄
と
曰

ひ
、
首
（
は
じ
）
め
に
姑
蘇
に
刻
す
。
今
、
閩
越
河
東
關
中
、
皆
な
刻

本
有
り
て
、
亦
た
以
て
良
知
の
諸
（
こ
れ
）
を
天
下
に
逹
す
る
を
徵
す

る
に
足
る
。

　

天
眞
書
院
は
先
生
の
崇
祀
の
所
爲
り
。
四
方
の
士
、
此
に
來
游
し
、

先
生
の
文
を
觀
る
を
求
む
る
者
、
每
に
其
の
得
難
き
を
病
む
。
錢
子
、

龍
溪
王
子
と
偕
に
予
に
謀
り
て
曰
は
く
、
古
人
、
馬
に
倚
り
て
衟
を
論

ず
る
者
有
り
。
兵
事
、
倥
偬
と
雖
も
、
亦
た
此
の
意
無
か
る
べ
か
ら
ず
。
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願
は
く
は
姑
蘇
本
を
以
て
再
び
校
正
を
加
へ
、
梓
し
て
天
眞
に
藏
し
、

以
て
後
學
に
惠
ま
ば
、
何
如
、
と
。
予
曰
は
く
、
諾
、
と
。
遂
に
俸
金

若
干
兩
を
捐
（
す
）
て
、
同
知
唐
堯
臣
に
命
じ
て
其
の
事
を
董
（
た
だ
）

さ
し
め
、
九
月
某
日
を
以
て
刻
成
る
。・
・
・
嘉
靖
丁
巳
仲
鼕
の
吉
旦
、

後
學
新
安
の
梅
林
胡
宗
憲
、
頓
首
、
拜
し
て
撰
す
。

　

本
敍
は
、
嘉
靖
丁
巳
仲
鼕
の
吉
旦
、
つ
ま
り
嘉
靖
三
十
六
年
十
一
月

一
日
、
西
曆
一
五
五
七
年
十
一
月
二
十
一
日
に
記
さ
れ
た
も
の
で
あ
る

が
、
特
に
註
目
さ
れ
る
點
と
し
て
、
本
書
の
編
纂
、
刋
行
と
天
眞
書
院

と
の
密
接
な
關
係
に
つ
い
て
觸
れ
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
擧
げ
る
こ
と
が

で
き
る
だ
ろ
う
。
天
眞
書
院
は
、
浙
江
省
杭
州
城
の
南
十
里
（
約
五
キ

ロ
）
の
天
眞
山
に
位
置
し
て
お
り
、
王
門
の
學
者
た
ち
と
密
接
な
關
係

を
有
す
る
場
所
で
あ
っ
た（

（（
（

。
嘉
靖
三
十
六
年
（
一
五
五
七
）
當
時
、
胡

宗
憲
は
前
述
の
ご
と
く
浙
江
巡
撫
で
あ
っ
た
が
、
錢
子
（
錢
德
洪
）、
龍

溪
王
子
（
王
畿
）
の
二
人
よ
り
、
廣
く
流
布
し
て
い
る
「
姑
蘇
本
」『
文

錄
』
を
新
た
に
校
正
、
刋
行
し
て
版
木
を
天
眞
書
院
に
收
め
、『
文
錄
』

を
さ
ら
に
普
乁
す
る
よ
う
要
請
を
受
け
た
。
そ
こ
で
胡
氏
は
、
自
己
の

俸
給
よ
り
出
版
費
を
據
出
し
た
う
え
で
、「
同
知
」（
次
官
）
で
あ
る
唐

堯
臣
に
命
じ
て
監
督
さ
せ
、
嘉
靖
三
十
六
年
九
月
に
刋
刻
は
完
成
し
た

と
い
う
の
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
出
版
の
實
務
に
あ
た
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
唐
堯
臣

は
、
字
は
士
良
、
江
西
省
南
昌
府
（
現
江
西
省
南
昌
市
）
の
人
。
若
年
の

こ
ろ
、
王
守
仁
に
學
ぶ
。
嘉
靖
七
年
（
一
五
二
八
）
の
擧
人
。
官
は
浙

江
按
察
司
指
揮
僉
事
に
至
り
、
戚
繼
光
を
助
け
て
倭
寇
を
防
い
だ
。
嘉

靖
癸
丑
（
三
十
二
年
、
一
五
五
三
）
陸
穩
序
刋
の
『
墨
子
』
十
五
卷
に
跋

文
を
記
し
て
い
る（

（（
（

。
胡
氏
の
敍
に
「
同
知
」
と
記
さ
れ
て
い
る
の
は
、

浙
江
按
察
司
指
揮
僉
事
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　

王
學
の
發
展
と
書
院
と
の
密
接
な
關
係
に
つ
い
て
筆
者
は
以
前
、
白

鹿
洞
書
院
と
「
白
鹿
洞
本
」『
傳
習
錄
』
と
の
關
係
を
例
に
し
て
論
じ

た
こ
と
が
あ
る
が（

（（
（

、
本
「
胡
宗
憲
本
」
と
天
眞
書
院
と
の
關
係
も
、
王

學
と
書
院
と
の
關
係
を
實
證
す
る
も
の
と
し
て
註
目
さ
れ
る
。

　

な
お
、
本
「
胡
宗
憲
本
」
と
天
眞
書
院
と
の
關
係
に
關
し
て
は
、
本

敍
の
ほ
か
に
も
傍
證
が
存
在
す
る
。
そ
れ
が
鄒
守
益
作
「
天
眞
書
院
改

建
仰
止
祠
記
」
で
あ
る
。

　

鄒
守
益
は
、
嘉
靖
末
年
の
も
の
と
思
わ
れ
る
「
天
眞
書
院
改
建
仰
止

祠
記（

（（
（

」
に
お
い
て
、
以
下
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

「
天
眞
書
院
改
建
仰
止
祠
記
」

　

・
・
・
歲
丁
巳
春
、
總
制
胡
公
平
海
夷
而
歸
、
思
敷
文
敎
、
以
戢
武

事
、
命
同
門
杭
貳
守
唐
堯
臣
、
重
刻
先
師
文
錄
傳
習
錄
於
書
院
、
以
嘉
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惠
諸
生
。・
・
・

【
訓
讀
】

　

・
・
・
歲
に
丁
巳
の
春
、
總
制
胡
公
、
海
夷
を
平
ら
げ
て
歸
り
、
文

敎
を
敷
き
、以
て
武
事
を
戢
（
お
さ
）
め
ん
と
思
ひ
、同
門
の
杭
の
貳
守
、

唐
堯
臣
に
命
じ
て
、
先
師
の
文
錄
、
傳
習
錄
を
書
院
に
於
て
重
刻
し
、

以
て
諸
生
に
嘉
惠
せ
し
む
。・
・
・

　

こ
こ
に
お
い
て
は
、
本
書
の
刋
刻
が
「
丁
巳
」（
嘉
靖
三
十
六
年
、

一
五
五
七
）
に
お
い
て
な
さ
れ
た
こ
と
、
そ
し
て
實
務
に
あ
た
っ
た
の

が
「
貳
守
」（「
同
知
」
の
こ
と
）
で
あ
る
唐
堯
臣
で
あ
る
こ
と
な
ど
、
ほ

と
ん
ど
胡
氏
の
敍
と
同
じ
內
容
が
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
敍
の
內
容
を
裏

書
き
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。　

　

と
こ
ろ
で
、
上
記
の
ご
と
く
、
本
書
は
從
來
、「
明
嘉
靖
三
十
六
（
年
）

序
刋
」
と
さ
れ
て
き
た
が
、
同
書
に
は
、
嘉
靖
三
十
七
年
に
唐
堯
臣
に

よ
っ
て
記
さ
れ
た
、「
跋
重
刻
陽
明
先
生
文
錄
後
」
が
含
ま
れ
て
い
る
。

同
跋
は
、
王
守
仁
の
著
作
の
序
跋
を
收
集
し
た
、
上
記
『
王
陽
明
全
集

（
新
編
本
）』
の
「
附
錄
」
に
お
い
て
も
何
故
か
收
錄
さ
れ
て
お
ら
ず
、

僅
か
に
拙
著
の
附
錄
三
（
四
）「
序
跋
補
遺
」
に
原
文
の
飜
刻
が
揭
載
さ

れ
る
の
み
で
あ
る
た
め
、
以
下
に
そ
の
全
文
お
よ
び
訓
讀
を
擧
げ
て
お

き
た
い
。

「
跋
重
刻
陽
明
先
生
文
錄
後
」

　

先
師
陽
明
先
生
立
敎
凡
⺇
變
、
而
卒
歸
於
致
良
知
之
一
言
。
人
謂
先

生
除
却
致
良
知
更
有
何
學
可
講
、
先
生
亦
謂
除
却
致
良
知
更
有
何
學
可

講
、
此
語
固
非
漫
然
應
聲
者
。
或
者
又
疑
良
知
良
能
孟
氏
對
擧
而
互
言

之
云
爾
、
得
無
有
未
備
歟
。
而
不
知
孩
提
知
愛
其

、
既
長
知
敬
其
兄
、

則
孟
氏
已
揭
其
要
示
人
、
第
人
不
加
察
耳
。
如
是
、
雖
謂
先
生
得
統
於

孟
氏
也
者
、
亦
宜
。

　

歲
丁
亥
鼕
十
月
、
先
生
有
兩
粤
之
命
、
過
吾
南
昌
。
與
諸
生
講
明
斯

學
罔
晝
夜
者
、
旬
有
一
日
。
維
時
幕
下
文
武
士
憂
讒
畏
譏
、
促
先
生
行
、

日
以
再
四
。
乃
先
生
微
哂
之
。
明
日
解
維
章
水
、
未
底
（
抵
）
劍
江
、

而
粤
西
捷
書
至
矣
。
夫
然
後
信
先
生
武
以
不
殺
爲
神
、用
而
示
之
不
用
。

良
知
默
運
、
至
於
無
形
、
故
衆
不
能
知
也
。

　

頃
年
倭
夷
薄
海
、
督
府
胡
公
肅
將
錫
命
、
提
三
尺
劍
、
以
頤
指
東
南
。

其
時
若
用
閒
推
誠
、
因
形
措
勝
、
不
于
其
故
、
于
其
制
。
蓋
有
兵
家
未

衟
、
智
謀
之
士
不
乁
借
箸
以
爲
畫
者
、
人
亦
莫
測
所
自
。
他
日
堯
臣
以

職
事
奔
承
左
右
、
第
見
案
頭
惟
此
集
與
鼓
枹
具
存
。
推
其
端
緖
、
則
固

有
以
然
。
則
君
臣
大
義
、
華
夷
大
防
、
進
止
大
⺇
、
日
申
諭
而
不
置
者
、

夫
豈
偶
然
哉
。
尙
須
識
公
重
刻
是
錄
之
意
、
不
獨
爲
文
敎
而
已
。
服
師

訓
者
共
鑑
玆
哉
。
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嘉
靖
三
十
有
七
年
戊
午
元
旦
、
門
人
南
昌
唐
堯
臣
頓
首
百
拜
謹
書
。

【
訓
讀
】

　

先
師
、
陽
明
先
生
の
敎
へ
を
立
つ
る
や
凡
ど
⺇
た
び
か
變
は
る
、
而

れ
ど
も
卒
に
致
良
知
の
一
言
に
歸
す
。
人
、
先
生
、
致
良
知
を
除
却
し

て
更
に
何
の
學
か
講
ず
べ
き
有
る
、
と
謂
ひ
、
先
生
も
亦
た
致
良
知
を

除
却
し
て
更
に
何
の
學
か
講
ず
べ
き
有
る
、
と
謂
ひ
、
此
の
語
は
固
よ

り
漫
然
と
し
て
聲
に
應
ず
る
者
に
非
ざ
る
な
り
。
或
る
者
又
た
疑
ふ
、

良
知
良
能
は
孟
氏
對
擧
し
て
互
ひ
に
之
れ
を
言
ふ
の
み
、
未
だ
備
は
ら

ざ
る
有
る
こ
と
無
き
を
得
ん
や
、
と
。
而
れ
ど
も
知
ら
ず
、
孩
提
の
其

の

を
愛
す
る
を
知
り
、
既
に
長
ず
れ
ば
其
の
兄
を
敬
ふ
を
知
れ
ば
、

則
ち
孟
氏
已
に
其
の
要
を
揭
げ
人
に
示
す
も
、
第
（
た
だ
）
人
、
察
す

る
を
加
へ
ざ
る
の
み
な
る
を
。
是
の
如
く
な
れ
ば
、
先
生
、
孟
氏
に
統

を
得
る
者
な
り
と
謂
ふ
と
雖
も
、
亦
た
宜
（
む
べ
）
な
り
。

　

歲
に
丁
亥
の
鼕
十
月
、
先
生
、
兩
粤
の
命
有
り
、
吾
が
南
昌
を
過
ぐ
。

諸
生
と
與
に
斯
學
を
講
明
し
て
晝
夜
罔
（
な
）
き
者
、
旬
有
一
日
。
維

の
時
、
幕
下
の
文
武
の
士
、
讒
を
憂
ひ
譏
を
畏
れ
、
先
生
に
行
く
を
促

す
こ
と
、
日
に
以
て
再
四
な
り
。
乃
ち
先
生
、
微
か
に
之
れ
を
哂
ふ
。

明
日
章
水
に
維
を
解
き
、
未
だ
劍
江
に
抵
ら
ず
し
て
、
粤
西
の
捷
書
至

れ
り
。
夫
れ
然
る
後
信
ず
、先
生
の
武
は
殺
さ
ざ
る
を
以
て
神
と
爲
し
、

用
ひ
て
之
れ
を
示
し
て
用
ひ
ざ
る
を
。
良
知
默
し
て
運
び
、
無
形
に
至

る
、
故
に
衆
知
る
能
は
ざ
る
な
り
。

　

頃
年
、
倭
夷
海
に
薄
（
い
た
）
り
、
督
府
胡
公
、
將
を
肅
（
つ
つ
し
）

み
命
を
錫
（
た
ま
）
ひ
、三
尺
の
劍
を
提
（
さ
）
げ
、以
て
東
南
を
頤
指
す
。

其
の
時
、
閒
を
用
ふ
る
が
若
き
も
誠
を
推
し
、
形
に
因
り
て
勝
を
措
き
、

其
の
故
に
于
て
せ
ず
、
其
の
制
に
于
て
す
。
蓋
し
兵
家
の
未
だ
衟
（
い
）

は
ず
、智
謀
の
士
の
箸
を
借
き
て
以
て
畫
と
爲
す
に
乁
ば
ざ
る
者
有
り
、

人
も
亦
た
自
る
所
を
測
る
莫
し
。
他
日
堯
臣
、
職
事
を
以
て
左
右
に
奔

承
す
る
に
、第（
た
だ
）案
頭
に
惟
だ
此
の
集
と
鼓
枹
と
の
み
具（
つ
ぶ
さ
）

に
存
す
る
を
見
る
。
其
の
端
緖
を
推
す
に
、則
ち
固
に
以
て
然
る
有
り
。

則
ち
君
臣
の
大
義
、
華
夷
の
大
防
、
進
止
の
大
⺇
、
日
に
諭
を
申
べ
て

置
か
ざ
る
者
は
、
夫
れ
豈
に
偶
然
な
ら
ん
や
。
尙
ほ
須
ら
く
公
の
是
の

錄
を
重
刻
す
る
の
意
、
獨
（
た
だ
）
に
文
敎
の
爲
に
あ
ら
ざ
る
を
識
る

べ
き
の
み
。
師
の
訓
へ
に
服
す
る
者
、
共
に
玆
を
鑑
と
せ
ん
や
。

　

嘉
靖
三
十
有
七
年
、
戊
午
の
元
旦
、
門
人
、
南
昌
の
唐
堯
臣
、
頓
首

百
拜
し
て
謹
し
み
て
書
す
。

　

本
跋
の
內
容
の
う
ち
前
半
は
、
丁
亥
の
鼕
十
月
、
つ
ま
り
嘉
靖
六
年

（
一
五
二
七
）、
陽
明
五
十
七
歲
の
折
、
南
昌
で
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
語
ら

れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
江
西
省
の
思
恩
・
田
州
討
伐
の
折
の
こ
と
で
あ

る
。『
王
文
成
公
全
書
』
卷
三
十
四
「
年
譜
三
」
の
當
該
の
部
分
に
は
、
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ま
さ
し
く
「
十
月
至
南
昌
」（
十
月
、南
昌
に
至
る
）
と
記
さ
れ
て
お
り
、

こ
の
唐
堯
臣
に
よ
る
囘
想
の
正
確
さ
を
裏
付
け
る
も
の
と
な
っ
て
い

る
。　

　

ま
た
、後
半
の
、倭
夷
（
倭
寇
）
討
伐
の
多
忙
な
折
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

胡
宗
憲
の
机
の
上
に
「
此
の
集
」
が
載
せ
ら
れ
て
い
た
、
と
い
う
記
述

も
興
味
深
い
。
こ
こ
で
の
「
此
の
集
」
と
は
、
胡
宗
憲
に
よ
っ
て
整
理

さ
れ
た
「
胡
宗
憲
本
」『
文
錄
』
の
原
稿
で
は
な
く
、未
整
理
の
資
料
、

ま
た
は
「
胡
宗
憲
本
」
の
も
と
と
な
っ
た
「
姑
蘇
本
」『
陽
明
先
生
文
錄
』

だ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。「
胡
宗
憲
本
」『
文
錄
』
の
文
錄
・
外
集
・

別
錄
の
卷
首
に
、「
後
學
新
安
胡
宗
憲
重
刻
／
門
人
錢
德
洪
／
王
畿
編

次
／
唐
堯
臣
校
正
」
と
記
さ
れ
て
い
る
人
物
の
う
ち
、
嘉
靖
三
十
年
代

後
半
の
時
點
に
お
い
て
は
、
胡
宗
憲
は
前
述
の
ご
と
く
、
倭
寇
の
對
策

で
多
忙
を
極
め
て
お
り
、
錢
德
洪
・
王
畿
も
王
門
の
重
鎭
と
し
て
、
と

て
も
『
文
錄
』
編
纂
の
實
務
に
あ
た
っ
て
い
た
と
は
思
わ
れ
な
い
。「
胡

宗
憲
本
」『
文
錄
』
編
纂
の
實
務
は
、
唐
堯
臣
が
、
文
錄
・
外
集
・
別

錄
の
卷
末
に
、「
後
學
生
／
酈
琥
／
徐
天
民
／
方
木
／
錢
君
澤
／
鄭
忠

／
錢
彪
／
對
校
」
と
記
さ
れ
て
い
る
、
全
く
無
名
の
學
生
六
名
と
と
も

に
當
た
っ
て
い
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、末
尾
の
紀
年
、「
嘉
靖
三
十
有
七
年
、戊
午
の
元
旦
」（
一
五
五
八

年
一
月
二
十
日
）
か
ら
も
判
る
よ
う
に
、『
內
閣
文
庫
漢
籍
分
類
目
錄
』

そ
の
他
に
お
い
て
、
本
書
は
「
明
嘉
靖
三
十
六
（
年
）
序
刋
」
と
さ
れ

て
き
た
が
、
本
書
が
實
際
に
完
成
し
た
の
が
翌
嘉
靖
三
十
七
年
で
あ
る

こ
と
は
明
ら
か
な
の
で
あ
る
。

　

以
上
に
お
い
て
述
べ
て
き
た
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
本
「
胡

宗
憲
本
」
に
揭
載
さ
れ
た
序
跋
類
、お
よ
び
そ
れ
に
關
連
す
る
記
述
は
、

王
守
仁
に
關
す
る
知
ら
れ
ざ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
記
錄
し
て
い
る
の
み
で

は
な
く
、「
胡
宗
憲
本
」『
文
錄
』
編
纂
の
實
態
を
知
る
上
で
も
貴
重
な

も
の
で
あ
る
。

　

そ
れ
ら
の
證
言
の
中
で
も
特
に
重
要
な
も
の
と
し
て
は
、鄒
守
益「
天

眞
書
院
改
建
仰
止
祠
記
」
中
に
お
け
る
以
下
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

　

命
同
門
杭
貳
守
唐
堯
臣
、
重
刻
先
師
文
錄
傳
習
錄
於
書
院
、
以
嘉
惠

諸
生
（
同
門
の
杭
の
貳
守
、
唐
堯
臣
に
命
じ
て
、
先
師
の
文
錄
、
傳
習
錄
を
書

院
に
於
て
重
刻
し
、
以
て
諸
生
に
嘉
惠
せ
し
む
。・
・
・
）。

　

實
は
、
今
日
ま
で
知
ら
れ
て
き
た
「
胡
宗
憲
本
」
お
よ
び
そ
の
底
本

で
あ
る
「
姑
蘇
本
」
に
は
、
い
ず
れ
も
『
傳
習
錄
』
は
收
め
ら
れ
て
お

ら
ず
、
こ
こ
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
「
傳
習
錄
」
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で

あ
る
か
は
、
長
ら
く
筆
者
に
と
っ
て
は
謎
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
そ
の
謎

は
、「
胡
宗
憲
本
」『
傳
習
錄
』
に
よ
っ
て
解
明
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
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っ
た
の
で
あ
る
。
第
三
章
で
は
、
同
書
に
つ
い
て
述
べ
て
み
る
こ
と
と

し
た
い
。

　
　

三
、
胡
宗
憲
本
『
陽
明
先
生
文
錄
』
附
錄

　
　
『
傳
習
錄
』
に
つ
い
て

　

胡
宗
憲
本
『
陽
明
先
生
文
錄
』
附
錄
『
傳
習
錄
』
は
、
筆
者
が
東
京

神
田
の
古
書
肆
よ
り
購
入
し
た
も
の
で
あ
り
、
未
だ
に
他
の
所
藏
は
知

ら
れ
て
い
な
い
。

　

初
め
に
、『
傳
習
錄
』
を
含
む
、
同
書
全
體
の
槪
略
を
擧
げ
て
お
き

た
い
。

陽
明
先
生
文
錄
、
文
錄
五
卷
、
外
集
九
卷
、
別
錄
十
卷
、
傳
習
錄
三
卷
。

一
九
・
二
×
一
三
・
五
糎
、
半
丁
九
行
、
行
十
九
字
。
四
週
雙
邊
、
白
口
、

單
魚
尾
（
上
白
魚
尾
。
た
だ
し
、「
續
刻
傳
習
錄
敍
」
お
よ
び
「
讀
傳
習
錄
有
言
」

の
部
分
の
み
上
黑
魚
尾
）。
版
心
の
魚
尾
の
下
に「
陽
明
文
錄（
外
集
、別
錄
）

○
卷
」（「
傳
習
錄
」
は
「
傳
習
錄
上
（
中
、
下
）
卷
」）、
丁
數
の
記
載
有
り
。

「
金
鑲
玉
」
裝
。

　　

全
體
の
構
成
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

「
重
刋
陽
明
先
生
文
錄
敍
」（
嘉
靖
丁
巳
［
三
十
六
年
、一
五
五
七
］、胡
宗
憲
）

「
陽
明
先
生
文
錄
序
」（
嘉
靖
乙
未
［
十
四
年
、
一
五
三
五
］、
黃
綰
）

「
陽
明
先
生
文
錄
序
」（
嘉
靖
丙
申
［
十
五
年
、
一
五
三
六
］、
鄒
守
益
）

「
陽
明
先
生
文
錄
總
目
」（
冐
頭
に
錢
德
洪
「
刻
文
錄
敍
說
」［
嘉
靖
乙
未
、

十
四
年
、
一
五
三
五
］
を
置
く
）

陽
明
先
生
文
錄
（
全
五
卷
。
卷
一
、三
の
卷
首
二
行
目
よ
り
、「
後
學
新
安
胡

宗
憲
重
刻
／
門
人
錢
德
洪
／
王
畿
編
次
／
唐
堯
臣
校
正
」、
卷
五
卷
末
に
「
後

學
生
／
酈
琥
／
徐
天
民
／
方
木
／
錢
君
澤
／
鄭
忠
／
錢
彪
／
對
校
」
と
あ
る
）

陽
明
先
生
文
錄　

外
集
（
全
九
卷
。
卷
一
、五
、七
の
卷
首
二
行
目
よ
り
、「
後

學
新
安
胡
宗
憲
重
刻
／
門
人
錢
德
洪
／
王
畿
編
次
／
唐
堯
臣
校
正
」、
卷
九
卷

末
に
「
後
學
生
／
酈
琥
／
徐
天
民
／
方
木
／
錢
君
澤
／
鄭
忠
／
錢
彪
／
對
校
」

と
あ
る
）

陽
明
先
生
別
錄
（
全
十
卷
。
卷
一
、三
、五
、七
、九
の
卷
首
二
行
目
よ
り
、「
後

學
新
安
胡
宗
憲
重
刻
／
門
人
錢
德
洪
／
王
畿
編
次
／
唐
堯
臣
校
正
」、
卷
十
卷

末
に
「
後
學
生
／
酈
琥
／
徐
天
民
／
方
木
／
錢
君
澤
／
鄭
忠
／
錢
彪
／
對
校
」

と
あ
る
）

「
跋
重
刻
陽
明
先
生
文
錄
後
」（
嘉
靖
三
十
七
年
、
唐
堯
臣
）

「
重
刻
陽
明
先
生
文
錄
後
語
」（
嘉
靖
丁
巳
［
三
十
六
年
、一
五
五
七
］、王
畿
）

「
傳
習
錄
序
」（
徐
愛
）

「
續
刻
傳
習
錄
敍
」（
嘉
靖
甲
寅
［
三
十
三
年
、
一
五
五
四
］
六
月
、
錢
德
洪
）
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「
讀
傳
習
錄
有
言
」（
嘉
靖
三
十
七
年
［
一
五
五
八
］、
唐
堯
臣
）

傳
習
錄
上
卷
一
（
卷
首
二
行
目
よ
り
、「
後
學
新
安
胡
宗
憲
重
刻
／
門
人
錢
德

洪
／
王
畿
編
次
／
唐
堯
臣
／
桂
軏
校
正
」
と
あ
る
）

傳
習
錄
上
卷
二

傳
習
錄
上
卷
三

傳
習
錄
中
卷
一
（
卷
首
二
行
目
よ
り
、「
後
學
新
安
胡
宗
憲
重
刻
／
門
人
錢
德

洪
／
王
畿
編
次
／
唐
堯
臣
／
桂
軏
校
正
」
と
あ
る
）

傳
習
錄
中
卷
二

傳
習
錄
中
卷
三

傳
習
錄
中
卷
四

傳
習
錄
中
卷
五

傳
習
錄
下
卷
之
一　

續
錄
（
卷
首
二
行
目
よ
り
、「
後
學
新
安
胡
宗
憲
重
刻

／
門
人
錢
德
洪
／
王
畿
編
次
／
唐
堯
臣
／
桂
軏
校
正
」
と
あ
る
）

傳
習
錄
下
卷
之
二　

傳
習
錄
下
卷
之
三　

續
錄
（
卷
末
に
「
後
學
生
／
酈
琥
／
徐
天
民
／
方
木
／

錢
君
澤
／
鄭
忠
／
錢
彪
／
對
校
」
と
あ
る
）

　

以
上
の
各
卷
の
卷
首
・
卷
末
に
揭
載
さ
れ
て
い
る
人
物
の
う
ち
、『
傳

習
錄
』
の
「
校
正
」
と
し
て
、
先
述
の
唐
堯
臣
の
ほ
か
に
、
桂
軏
の
名

が
記
さ
れ
て
い
る
。
桂
軏
は
嘉
靖
三
十
五
年（
一
五
五
六
）に
富
陽
縣（
現

浙
江
省
杭
州
市
富
陽
區
）
の
知
縣
と
し
て
、
現
存
す
る
縣
城
の
城
壁
を
筑

い
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
が（

（（
（

、
前
揭
の
唐
堯
臣
「
跋
重
刻
陽
明
先
生

文
錄
後
」
に
お
い
て
語
ら
れ
て
い
た
、「
丁
亥
の
鼕
十
月
、
先
生
、
兩

粤
の
命
有
り
、
吾
が
南
昌
を
過
ぐ
。
諸
生
と
與
に
斯
學
を
講
明
し
て
晝

夜
罔
（
な
）
き
者
、
旬
有
一
日
」
と
あ
る
、
嘉
靖
六
年
（
一
五
二
七
）、

陽
明
五
十
七
歲
の
折
の
南
昌
訪
問
の
際
、
面
會
を
願
っ
た
學
生
の
一
人

で
あ
っ
た
こ
と
が
、
以
下
の
資
料
よ
り
確
認
で
き
る
。

『
王
文
成
公
全
書
』
卷
三
十
四
「
年
譜
三
」「（
嘉
靖
六
年
）
十
月
至
南
昌
」

の
項

　

先
生
發
舟
廣
信
。
沿
途
諸
生
徐
樾
張
士
賢
桂
軏
等
請
見
。

【
訓
讀
】　　

　

先
生
、
舟
に
て
廣
信
を
發
す
。
沿
途
の
諸
生
、
徐
樾
、
張
士
賢
、
桂

軏
等
、
見
（
ま
み
）
ゆ
る
を
請
ふ
。

　

從
っ
て
、
桂
軏
は
唐
堯
臣
と
同
時
期
に
王
守
仁
に
入
門
し
、「
讀
傳

習
錄
有
言
」
が
記
さ
れ
た
嘉
靖
三
十
七
年
前
後
に
お
い
て
は
、
唐
堯
臣

と
同
じ
く
、
浙
江
省
に
お
い
て
官
途
に
つ
い
て
い
た
こ
と
が
確
認
さ
れ

る
わ
け
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
よ
う
な
緣
に
よ
っ
て
、
本
『
傳
習
錄
』

の
校
正
を
と
も
に
行
う
よ
う
、
唐
堯
臣
か
ら
依
賴
さ
れ
た
も
の
と
み
て
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誤
り
は
あ
る
ま
い
。

　

次
に
、
本
『
傳
習
錄
』
の
編
纂
に
關
す
る
唯
一
の
一
次
史
料
で
あ
る

唐
堯
臣
「
讀
傳
習
錄
有
言
」
の
全
文
を
見
て
い
き
た
い
。

「
讀
傳
習
錄
有
言
」

　

陽
明
先
生
之
學
、
得
徐
曰
仁
而
后
（
後
）
同
志
之
習
始
專
、
得
錢
洪

甫
王
汝
中
而
后
（
後
）
先
生
之
傳
愈
益
不
匱
。
格
物
致
知
之
論
、
百
世

以
俟
圣
人
而
不
惑
者
也
。
補
亡
於
誤
本
、
膠
固
於
成
心
、
功
利
於
科
目

之
資
、
門
墻
之
內
、
且
有
疑
而
未
信
者
、
況
其
他
乎
。
曰
仁
首
編
是
錄
、

開
厥
來
人
。
於
是
朋
至
斯
孚
、而
良
知
之
說
逹
之
天
下
無
閒
也
。
不
然
、

管
斑
改

、
瓦
罐
盈
聰
、
入
聞
而
樂
、
出
見
而
悅
者
、
世
豈
無
人
哉
。

故
曰
、得
徐
曰
仁
而
后
（
後
）
同
志
之
習
始
專
。
先
生
沒
距
今
三
十
年
、

有
志
之
士
聞
風
而
興
起
焉
者
相
踵
也
。
然
豈
無
因
岐
泣
路
、舍
轍
尋
途
、

索
肖
於
言
行
氣
𧰼
之
似
者
乎
。
而
良
知
宗
旨
、
⺇
謝
前
人
矣
。
洪
甫
汝

中
力
贊
而
允
、
終
之
歸
守
天
眞
、
瞻
依
俎
豆
。
於
是
後
進
之
士
日
信
日

眞
而
貞
明
不
眩
。
不
然
、
河
上
談
玄
、
漆
園
說
夢
、
起
斯
作
用
、
陸
鄭

名
家
、
不
必
求
之
異
代
也
。
故
曰
、
得
錢
洪
甫
王
汝
中
而
后
（
後
）
先

生
之
傳
愈
益
不
匱
。
雖
然
、
先
生
之
敎
錄
可
得
而
載
也
、
其
所
以
爲
敎

錄
不
可
得
而
載
也
。
信
以
不
言
、
成
之
默
契
。
傳
必
求
其
可
習
、
習
不

失
其
所
傳
、
存
乎
人
焉
耳
。
噫
、
微
斯
人
、
吾
誰
與
歸
。

　

嘉
靖
三
十
有
七
年
戊
午
人
日
、
門
人
南
昌
唐
堯
臣
頓
首
百
拜
、
謹
書

于
天
眞
書
院
之
雲
泉
樓
。

【
訓
讀
】

　

陽
明
先
生
の
學
、
徐
曰
仁
を
得
て
後
、
同
志
の
習
ふ
こ
と
始
め
て
專

ら
に
し
て
、
錢
洪
甫
、
王
汝
中
を
得
て
後
、
先
生
の
傳
、
愈
々
益
々
不

匱
な
り
。
格
物
致
知
の
論
、
百
世
以
て
圣
人
を
俟
（
ま
）
ち
て
惑
は
ざ

る
者
な
り
。
誤
本
に
補
亡
し
、
成
心
に
膠
固
し
、
科
目
の
資
、
門
墻
の

內
に
功
利
に
し
て
、
且
（
し
ば
ら
）
く
疑
ひ
て
未
だ
信
ぜ
ざ
る
者
有
り
、

況
や
其
の
他
を
や
。
曰
仁
、首
（
は
じ
）
め
に
是
の
錄
を
編
し
、厥
（
そ
）

れ
を
來
る
人
に
開
く
。
是
に
於
て
朋
至
り
て
斯
（
こ
こ
）
に
孚
（
ま
こ
と
）

あ
り
、
而
し
て
良
知
の
說
、
之
れ
を
天
下
に
逹
し
て
閒
無
き
な
り
。
然

ら
ず
ん
ば
、
管
斑
、

を
改
め
、
瓦
罐
、
聰
に
盈
（
み
）
ち
、
入
り
て

聞
き
て
樂
し
み
、
出
で
て
見
て
悅
ぶ
者
、
世
に
豈
に
人
無
か
ら
ん
や
。

故
に
曰
は
く
、
徐
曰
仁
を
得
て
後
、
同
志
の
習
ふ
こ
と
始
め
て
專
ら
な

り
、
と
。
先
生
の
沒
す
る
や
今
を
距
つ
こ
と
三
十
年
、
有
志
の
士
、
風

を
聞
き
て
焉
に
興
起
す
る
者
、
相
ひ
踵
（
つ
）
ぐ
な
り
。
然
れ
ど
も
豈

に
岐
に
因
り
て
路
に
泣
き
、
轍
を
舍
（
す
）
て
て
途
を
尋
ね
、
肖
（
に
）

た
る
を
言
行
氣
𧰼
の
似
た
る
に
索
（
も
と
）
む
る
者
無
か
ら
ん
や
。
而

し
て
良
知
の
宗
旨
は
、
⺇
（
ほ
と
ん
）
ど
前
人
に
謝
せ
ん
と
す
。
洪
甫
、

汝
中
力
（
つ
と
）
め
て
贊
し
て
允
（
ま
こ
と
）
に
し
て
、
之
れ
を
終
ふ
る
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や
歸
り
て
天
眞
を
守
り
、
俎
豆
に
瞻
依
す
。
是
に
於
て
後
進
の
士
、
日

に
信
じ
日
に
眞
に
し
て
貞
明
に
し
て
眩
（
く
ら
）
ま
ず
。
然
ら
ず
ん
ば
、

河
上
、
玄
を
談
じ
、
漆
園
、
夢
を
說
き
、
起
斯
の
作
用
、
陸
鄭
の
名
家
、

必
ず
し
も
之
れ
を
代
を
異
に
す
る
に
求
め
ざ
る
な
り
。
故
に
曰
は
く
、

錢
洪
甫
、
王
汝
中
を
得
て
後
、
先
生
の
傳
、
愈
々
益
々
不
匱
な
り
、
と
。

然
り
と
雖
も
、
先
生
の
敎
錄
は
得
て
載
す
べ
き
な
り
、
其
の
敎
錄
を
爲

す
所
以
は
得
て
載
す
べ
か
ら
ざ
る
な
り
。言
は
ざ
る
を
以
て
信
ぜ
ら
れ
、

之
れ
を
默
契
に
成
す
。
傳
は
必
ず
其
の
習
ふ
べ
き
を
求
め
、
習
ひ
は
其

の
傳
ふ
る
所
を
失
は
ざ
る
は
、
人
に
存
す
る
の
み
。
噫
（
あ
あ
）
斯
の

人
微
（
な
）
か
り
せ
ば
、
吾
れ
誰
と
與
に
歸
ら
ん
。

　

嘉
靖
三
十
有
七
年
戊
午
人
日
、
門
人
南
昌
の
唐
堯
臣
、
頓
首
百
拜
し
、

謹
し
み
て
天
眞
書
院
の
雲
泉
樓
に
書
す
。

　

本
序
文
に
お
い
て
は
、
王
守
仁
の
學
が
、
王
守
仁―

徐
愛
（
曰
仁
）

―

錢
德
洪
・
王
畿
と
繼
承
さ
れ
て
き
た
こ
と
を
述
べ
る
。
こ
の
見
方
は
、

浙
江
省
の
王
守
仁
門
下
と
し
て
は
極
め
て
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
な
も
の
で

あ
り
、
唐
堯
臣
が
や
が
て
黃
宗
羲
の
『
明
儒
學
案
』
に
お
い
て
「
浙
中

王
門
學
案
」
に
區
分
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
グ
ル
ー
プ
に
屬
し
て
い
た
こ
と

を
端
的
に
示
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
本
序
の
執
筆
も
天
眞
書
院
に
お
い
て
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
は

註
目
さ
れ
る
。
前
述
の
ご
と
く
、「
胡
宗
賢
本
」
は
、
そ
の
版
木
が
天

眞
書
院
に
お
か
れ
る
こ
と
に
な
る
と
い
う
、
同
書
院
と
極
め
て
密
接
な

關
係
を
有
す
る
版
本
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
編
纂
の
過
程
に
お
い
て
も
、

編
纂
の
た
め
の
、
い
わ
ば
編
集
局
が
同
書
院
に
置
か
れ
て
い
た
で
あ
ろ

う
こ
と
が
窺
わ
れ
る
た
め
で
あ
る
。

　

一
方
、
文
末
の
紀
年
で
あ
る
嘉
靖
三
十
有
七
年
戊
午
人
日
と
は
、
嘉

靖
三
十
七
年
の
正
月
七
日
、
西
曆
一
五
五
八
年
一
月
二
十
六
日
の
こ
と

で
あ
る
。

　

從
っ
て
、
第
二
章
に
お
い
て
、「
胡
宗
憲
本
」『
文
錄
』
は
嘉
靖

三
十
七
年
頃
刋
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
た
が
、
こ
の
『
傳

習
錄
』
も
そ
れ
と
ほ
ぼ
時
を
同
じ
く
し
て
刋
行
さ
れ
た
も
の
と
い
う
こ

と
に
な
る
。
ま
た
、
寸
法
や
版
式
か
ら
見
て
も
、「
胡
宗
憲
本
」『
文
錄
』

と
「
胡
宗
憲
本
」『
傳
習
錄
』
と
は
酷
似
し
て
お
り
、
兩
者
が
セ
ッ
ト

と
し
て
刋
行
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
、

　

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
前
述
の
ご
と
く
、
現
在
世
界
各
地
に
所
藏

さ
れ
て
い
る
「
胡
宗
憲
本
」『
文
錄
』
に
『
傳
習
錄
』
が
附
載
さ
れ
て

い
な
い
の
は
何
故
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
を
解
く
カ
ギ
は
、
先
ほ
ど
か
ら

何
度
も
引
用
し
て
い
る
、
鄒
守
益
「
天
眞
書
院
改
建
仰
止
祠
記
」
中
に

お
け
る
以
下
の
記
述
に
あ
る
。
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命
同
門
杭
貳
守
唐
堯
臣
、
重
刻
先
師
文
錄
傳
習
錄
於
書
院
、
以
嘉
惠

諸
生
（
同
門
の
杭
の
貳
守
、
唐
堯
臣
に
命
じ
て
、
先
師
の
文
錄
、
傳
習
錄
を
書

院
に
於
て
重
刻
し
、
以
て
諸
生
に
嘉
惠
せ
し
む
。・
・
・
）

　

そ
こ
に
お
い
て
は
、
文
錄
と
傳
習
錄
と
が
必
ず
し
も
一
體
不
可
分
の

も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
別
々
の
、
分
離
し
た
も
の
の
よ
う
に
述
べ
ら

れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
せ
っ
か
く
セ
ッ
ト
と
し
て
刋
刻
さ
れ
た
、

文
錄
と
傳
習
錄
と
が
別
々
に
切
り
離
さ
れ
た
形
で
流
傳
し
て
い
っ
た
の

で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。「
胡
宗
憲
本
」『
傳
習
錄
』
が

稀
覯
本
で
あ
る
こ
と
は
、
文
錄
と
切
り
離
さ
れ
た
形
で
は
ほ
と
ん
ど
理

解
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
し
た
が
っ
て
、「
胡
宗
憲
本
」
の
う
ち
、『
傳

習
錄
』
の
部
分
は
、
特
に
註
目
さ
れ
る
こ
と
も
無
か
っ
た
も
の
と
想
像

さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

そ
れ
で
は
次
に
、「
胡
宗
憲
本
」『
傳
習
錄
』
の
詳
細
な
內
容
を
見
て

い
き
た
い
。
そ
の
際
、讀
者
の
便
の
た
め
、下
部
に「
全
書
本
」『
傳
習
錄
』

に
お
け
る
條
數
を
示
し
て
お
い
た（

（（
（

。

○
傳
習
錄
上
卷
一

內
容
は
「
全
書
本
」
卷
一
冐
頭
か
ら
「
愛
因
舊
說
汨
沒
」
條
ま
で
の
部

分
に
一
致
す
る
。
た
だ
し
、
そ
の
後
に
「
曰
仁
所
紀
凡
三
卷
。
侃
僅
得

此
數
條
幷
兩
小
序
。
其
餘
俟
求
其
家
、
附
錄
之
。
正
德
戊
寅
春
、
薛
侃

識（
（（
（

」（
曰
仁
の
紀
す
所
は
凡
そ
三
卷
。
侃
僅
か
に
此
の
數
條
幷
［
な
ら
］
び
に

兩
小
序
を
得
る
の
み
。
其
の
餘
は
其
の
家
に
求
む
る
を
俟
［
ま
］
ち
て
、
之
れ

に
附
錄
す
。
正
德
戊
寅
の
春
、
薛
侃
識
す
）
の
註
記
が
あ
る
（「
正
德
戊
寅
」

は
、
正
德
十
三
年
、
一
五
一
八
で
あ
る
）。

「
右
門
人
徐
愛
錄
」
の
註
記
あ
り
。　
　
「
右
曰
仁
所
錄
」
の
註
記
あ
り
。

○
傳
習
錄
上
卷
二　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

「
先
生
曰
、
持
志
如
心
痛
・
・
・
管
閒
事
」　

「
陳
本
」
は
本
條
を
衍
文
と
す
る（

（（
（

。

「
澄
問
、
主
一
之
功
如
讀
書
」
～
「
處
朋
友
」�

第
十
五
條
～
第
十
八
條

「
問
、
後
世
著
述
之
多
」
～
「
問
上
逹
工
夫
」　

�

第
十
五
條
～
第
二
十
四
條

「
千
古
圣
人
只
有
這
些
子
」　　
　
　
　
　

�

「
傳
習
錄
拾
遺
」
第
一
條

「
問
、
惟
精
惟
一
、
是
如
何
用
功
」
～
「
先
生
曰
、
今
爲
吾
所
謂
格
物

之
學
者
」　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

第
二
十
五
條
～
第
八
十
四
條

「
問
格
物
」　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

第
八
十
六
條

「
問
、
知
止
者
」　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

第
八
十
五
條

「
問
、
格
物
於
動
處
用
功
否
」
～
「
問
、
延
平
云
」　

�

第
八
十
七
條
～
第
九
十
四
條

「
右
門
人
陸
澄
錄
」
の
註
記
あ
り
。　
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○
傳
習
錄
上
卷
三

「
侃
問
、
專
涵
養
而
不
務
講
求
」
～
「
蔡
希
淵
問
、
文
公
大
學
新
本
」

　

�

第
九
十
六
條
～
第
百
二
十
九
條（

（（
（

「
孟
源
有
自
是
好
名
之
病
」　　
　
　
　
　
　
　
　

�

第
十
九
條

「
右
門
人
薛
侃
錄
」
の
註
記
あ
り
。

○
傳
習
錄
中
卷
一

［
錢
德
序
］（
擬
題
）

「
答
人
論
學
書
」（「
全
書
本
」
で
は
「
答
顧
東
橋
書
」）

○
傳
習
錄
中
卷
二

「
答
週
衟
通
書
」（「
全
書
本
」
で
は
「
啓
週
衟
通
書
」）

「
答
陸
原
靜
書
」

「
又
」（「
全
書
本
」
末
尾
の
「
答
原
靜
書
出
、・
・
・
非
知
解
可
人
也
」
の
註
釋

は
本
書
に
は
な
い
）

「
右
門
人
南
大
吉
錄
」
の
註
記
あ
り
。　

○
傳
習
錄
中
卷
三

「
答
歐
陽
崇
一
」

「
答
羅
整
庵
少
宰
書
」

○
傳
習
錄
中
卷
四

「
答
聶
文
蔚
」

「
二
」

「
全
書
本
」
に
は
「
右
南
大
吉
錄
」
の
註
記
あ
り
。

○
傳
習
錄
中
卷
五

「
示
弟
立
志
說
」

「
訓
蒙
大
意
示
敎
讀
劉
伯
頌
等
」

「
敎
約
」

「
右
門
人
南
大
吉
錄
」
の
註
記
あ
り
。

○
傳
習
錄
下
卷
之
一　

續
錄

「
正
德
乙
亥
、
九
川
初
見
先
生
於
龍
江
」
～
「
黃
以
方
問
、
先
生
格
致

之
說
」�

第
二
百
～
二
二
二
條

「
已
下
門
人
黃
直
錄
」
の
註
記
が
あ
る
。　
　
　
　

「
已
下
門
人
黃
直
錄
」
の
註
記
あ
り
。

「
先
生
曰
、
圣
賢
非
無
功
業
節
氣
」
～
「
黃
勉
叔
問
、
心
無
惡
念
時
」　

第
二
二
三
～
二
三
七
條

「
已
下
門
人
黃
修
易
錄
」
の
註
記
あ
り
。　
　
　
　

「
以
下
門
人
黃
修
易
錄
」
の
註
記
あ
り
。

「
問
、
近
來
用
功
亦
頗
覺
妄
念
」
～
「
黃
勉
之
問
、
無
适
也
」　

第
二
三
八
～
二
四
八
條

「
已
下
門
人
黃
省
曾
錄
」
の
註
記
あ
り
。

「
已
下
門
人
黃
省
曾
錄
」
の
註
記
あ
り
。

「
問
、
思
無
邪
一
言
」
～
「
先
生
語
陸
元
靜
曰
」　
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第
二
四
九
～
二
五
八
條

「
又
曰
、
此
衟
至

至
易
的
」　　
　
　
　
　
　
　

�

第
三
四
〇
條

「
問
、
孔
子
曰
、
囘
也
非
助
我
者
」　　
　
　
　
　

�

第
三
四
一
條

「
右
門
人
陳
九
川
錄
」
の
註
記
有
り
。

○
傳
習
錄
下
卷
之
二　

「
何
廷
仁
黃
正
之
」
～
「
先
生
初
越
時
」�

第
二
六
〇
條
～
（
錢
德
洪
序
（
（（
（

）

「
全
書
本
」
に
は
「
此
後
黃
以
方
錄
」
の
註
記
あ
り
。

○
傳
習
錄
下
卷
之
三　

續
錄

「
嘉
靖
戊
子
鼕
」　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

錢
德
洪
跋（

（（
（

「
黃
以
方
問
、
愽
學
於
文
」
～
「
先
生
曰
、
人
生
大
病
」　

第
三
一
六
～
三
三
九
條

「
先
生
曰
、
孔
子
無
不
知
」　　
　
　
　
　
　
　
　

�
第
二
五
九
條

「
鄒
謙
之
嘗
語
德
洪
曰
」　　
　
　
　
　
　
　
　
　

�
第
三
四
二
條

「
知
者
良
知
也
。
天
然
自
有
卽
至
善
也
」　　
　
　

�
佚
文

　

以
上
、
各
所
に
註
記
し
た
よ
う
に
、「
胡
宗
賢
本
」『
傳
習
錄
』
は
、

「
全
書
本
」
に
比
し
て
明
ら
か
に
『
傳
習
錄
』
の
古
い
形
を
存
し
て
い

る
部
分
が
多
く
み
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
う
ち
註
目
す
べ
き
點
と
し

て
は
、「
傳
習
錄
下
卷
之
一
」
お
よ
び　
「
傳
習
錄
下
卷
之
三
」
の
卷
首

に
、「
續
錄
」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
擧
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
現

在
の
傳
習
錄
下
卷
に
相
當
す
る
部
分
が
『
傳
習
續
錄
』
で
あ
る
が
、
實

は
『
傳
習
續
錄
』
は
、「
胡
宗
賢
本
」『
傳
習
錄
』
の
序
文
が
記
さ
れ
た
、

嘉
靖
三
十
七
年
（
一
五
五
八
）
の
わ
ず
か
二
年
前
で
あ
る
嘉
靖
三
十
五

年
（
一
五
五
六
）
に
至
る
ま
で
單
行
本
の
形
で
刋
行
さ
れ
て
お
り
、
現

在
の
『
傳
習
錄
』
諸
本
に
お
い
て
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
上
卷
・
中
卷
に

麭
攝
さ
れ
た
形
で
刋
行
さ
れ
た
の
は
、
本
「
胡
宗
賢
本
」『
傳
習
錄
』

が
初
め
て
な
の
で
あ
る（

（（
（

。

　

ま
た
、「
胡
宗
賢
本
」『
傳
習
錄
』
に
お
い
て
註
目
さ
れ
る
の
は
、
そ

の
末
尾
に
お
い
て
、
他
の
『
傳
習
錄
』
に
お
い
て
は
見
る
こ
と
の
で
き

な
い
文
が
一
條
存
在
す
る
こ
と
で
あ
ろ
う（

（（
（

。

　

以
下
に
そ
の
全
文
お
よ
び
訓
讀
を
擧
げ
て
お
き
た
い
。

　

知
者
良
知
也
。
天
然
自
有
卽
至
善
也
。
物
者
良
知
所
知
之
事
也
。
格

者
格
其
不
正
以
歸
於
正
也
。
格
之
斯
實
致
之
矣
。

【
訓
讀
】

　

知
と
は
良
知
な
り
。
天
然
に
自
ら
有
る
は
卽
ち
至
善
な
り
。
物
と
は

良
知
の
知
る
所
の
事
な
り
。
格
と
は
其
の
不
正
を
格
（
た
だ
）
し
て
以

て
正
に
歸
す
る
な
り
。
之
れ
を
格
す
は
斯
れ
實
に
之
れ
を
致
す
な
り
。

　

一
讀
明
ら
か
な
よ
う
に
、
本
條
は
、
王
守
仁
自
身
に
よ
る
、
自
己
の
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哲
學
語
彙
、「
良
知
」、「
至
善
」、「
物
」「
格
」
に
關
す
る

明
な
解
說

と
な
っ
て
い
る
。
本
條
は
そ
の
內
容
が
興
味
深
い
も
の
で
あ
る
の
み
な

ら
ず
、
錢
德
洪
、
王
畿
と
い
っ
た
王
守
仁
の
直
弟
子
、
そ
し
て
胡
宗
憲

の
よ
う
な
大
政
治
・
軍
事
家
が
名
を
連
ね
る
「
胡
宗
賢
本
」
に
附
載
さ

れ
た
『
傳
習
錄
』
に
揭
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
、「
全
書
本
」『
傳
習
錄
』

所
載
の
言
行
錄
と
同
等
の
信
賴
度
を
有
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き

る
の
で
あ
る
。

　

本
條
は
、
束
景
南
、

明
昊
輯
編
『
王
陽
明
全
集
補
編
』（
上
海
古
籍

出
版
社
、二
〇
一
六
）
第
三
三
〇
頁
に
、郜
永
春
編
『
皇
明
三
儒
言
行
要
錄
』

（
隆
慶
二
年
［
一
五
六
八
］
刋（
（（
（

）
所
收
の
『
續
傳
習
錄
』
を
底
本
と
し
、
王

守
仁
の
佚
文
と
し
て
飜
刻
が
な
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
『
皇
明

三
儒
言
行
要
錄
』が
隆
慶
二
年
の
刋
刻
で
あ
る
の
に
對
し
、「
胡
宗
賢
本
」

『
傳
習
錄
』
は
嘉
靖
三
十
七
年
（
一
五
五
八
）
の
序
刋
で
あ
る
た
め
、「
胡

宗
賢
本
」『
傳
習
錄
』
の
刋
刻
は
、『
皇
明
三
儒
言
行
要
錄
』
よ
り
十
年

早
い
こ
と
に
な
る
。
從
っ
て
、『
皇
明
三
儒
言
行
要
錄
』
は
「
胡
宗
賢
本
」

『
傳
習
錄
』
の
影
響
を
受
け
た
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
の

で
あ
る（

（（
（

。

　

以
上
に
お
い
て
み
て
き
た
よ
う
に
、「
胡
宗
賢
本
」『
陽
明
先
生
文
錄
』

お
よ
び
同
『
傳
習
錄
』
は
、
王
守
仁
の
著
作
が
『
王
文
成
公
全
書
』
に

お
い
て
一
應
の
集
大
成
が
な
さ
れ
る
直
前
の
形
を
存
す
る
も
の
と
し
て

貴
重
な
存
在
で
あ
る
。
今
後
、
こ
れ
ら
の
諸
本
が
よ
り
多
く
利
用
さ
れ

る
こ
と
を
祈
っ
て
、
本
論
文
の
結
び
と
し
た
い
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
１
）　

王
守
仁
の
詩
文
集
の
形
成
に
關
し
て
は
、
永
冨
靑
地
『
王
守
仁
著
作

の
文
獻
學
的
硏
究
』（
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
七
）
を
參
照
の
こ
と
。

（
２
）　

こ
れ
ら
の
諸
本
に
關
し
て
は
、
拙
著
第
二
章
「
王
守
仁
著
作
の
編
纂
、

出
版―

『
王
文
成
公
全
書
』
成
立
以
前
の
王
守
仁
の
文
集
」
を
參
照
さ

れ
た
い
。

（
３
）　

胡
宗
憲
編
『
陽
明
先
生
文
錄
』
の
刋
行
年
代
に
關
し
て
は
後
述
。

（
４
）　

前
記
拙
著
第
六
六
八
頁
。
な
お
、
本
序
文
に
關
し
て
は
後
述
す
る
。

（
５
）　

拙
著
附
錄
二
（
一
）「
王
守
仁
著
作
出
版
年
表
」
第
五
四
八
頁
を
參
照
。

（
６
）　
『
內
閣
文
庫
漢
籍
分
類
目
錄
』
第
三
四
九
頁
、內
閣
文
庫
、一
九
五
六
。

（
７
）　

こ
の
點
は
蓬
左
文
庫
も
同
樣
で
あ
り
、『
名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
漢
籍

分
類
目
錄
』（
名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
、
一
九
八
〇
）
第
一
一
八
頁
に
お

い
て
同
書
に
つ
い
て
、「
嘉
靖
三
十
六
年
新
安
胡
宗
憲
重
刻
本
」
と
し

て
い
る
。

（
8
）　
「
重
刻
陽
明
先
生
文
錄
後
語
」
は
、
吳
光
等
編
校
『
王
陽
明
全
集
（
新

編
本
）』（
浙
江
古
籍
出
版
社
、
二
〇
一
〇
）
卷
五
十
二
、
第
二
〇
八
五

頁
に
飜
刻
が
揭
載
さ
れ
て
い
る
が
、「
胡
宗
憲
本
」『
文
錄
』
か
ら
で
は

な
く
、『
王
文
成
公
全
書
』
卷
首
の
「
舊
序
」
所
收
の
も
の
を
引
用
し

て
い
る
た
め
、
末
尾
の
「
嘉
靖
丁
巳
鼕
十
一
月
、
門
人
王
畿
百
拜
書
」

の
十
五
文
字
が
省
略
さ
れ
て
お
り
、
本
跋
文
の
紀
年
が
不
明
と
な
っ
て
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い
る
。『
王
陽
明
全
集
（
新
編
本
）』
所
收
の
序
跋
文
に
は
こ
の
よ
う
な

事
例
が
多
く
み
ら
れ
る
た
め
、
使
用
に
は
註
意
が
必
要
で
あ
る
。

（
９
）　
『
王
陽
明
全
集
（
新
編
本
）』
卷
五
十
二
、
第
二
一
〇
八
頁
で
は
「
嚮

風
」
を
「
向
風
」
に
作
る
が
、
誤
り
で
あ
る
。

（
10
）　
『
王
陽
明
全
集
（
新
編
本
）』
卷
五
十
二
、
第
二
一
〇
八
頁
で
は
「
製

作
」
を
「
制
作
」
に
作
る
が
、
誤
り
で
あ
る
。

（
11
）　
『
王
陽
明
全
集
（
新
編
本
）』
卷
五
十
二
、
第
二
一
〇
八
頁
で
は
「
來

游
於
此
」
を
「
來
游
於
此
」
に
作
る
が
、
誤
り
で
あ
る
。

（
12
）　

天
眞
書
院
と
王
守
仁
門
下
と
の
關
係
に
つ
い
て
は
、
鶴
成
久
章
「
天

眞
精
舍
と
陽
明
門
下
」（
吉
田
公
平
敎
授
退
休
記
念
論
集
刋
行
會
編
『
哲

學
資
源
と
し
て
の
中
國
思
想―

吉
田
公
平
敎
授
退
休
記
念
論
集
』、
硏

文
出
版
、
二
〇
一
三
）
を
參
照
の
こ
と
。

（
13
）　

沈
德
壽
『
抱
經
樓
藏
書
記
』
卷
四
十
一
に
據
る
。

（
14
）　

拙
稿
「
關
於
白
鹿
洞
書
院
刻
本
『
傳
習
錄
』」（『
第
一
屆
中
國
古
典

文
獻
學
國
際
學
術
硏
討
會
論
文
集
』、
圣
環
圖
書
、
二
〇
一
〇
）、「
白

鹿
洞
本『
傳
習
錄
』に
つ
い
て
」（『
陽
明
學
』第
二
十
五
號
、二
〇
一
五
）。

（
15
）　

初
見
は
『
東
廓
鄒
先
生
遺
稿
』
卷
四
（
臺
灣
國
家
圖
書
館
藏
本
、
嘉

靖
末
年
ま
た
は
隆
慶
年
閒
刋
本
）。
な
お
、同
書
に
關
し
て
は
拙
稿
「『
東

廓
鄒
先
生
遺
稿
』
の
諸
本
に
つ
い
て
」（『
東
洋
の
思
想
と
宗
敎
』
第
三

十
一
號
、
二
〇
一
四
）
を
參
照
の
こ
と
。

（
16
）　
『
光
緖
富
陽
縣
志
』
卷
九
「
地
理
上
・
城
池
」
參
照
。

（
17
）　
「
全
書
本
」
の
條
數
は
、
陳
榮
捷
『
王
陽
明
傳
習
錄
詳
註
集
評
』（
修

訂
版
、
臺
灣
學
生
書
局
、
一
九
九
二
。
以
下
、「
陳
本
」
と
略
稱
）
に

據
っ
て
い
る
。

（
18
）　

本
註
記
は
、
陳
氏
が
第
五
十
五
頁
の
註
に
お
い
て
指
摘
し
て
い
る
よ

う
に
、本
來
「
南
本
」（「
南
大
吉
本
」）
に
記
さ
れ
て
い
た
註
記
で
あ
り
、

「
胡
本
」
が
「
全
書
本
」
よ
り
も
古
形
を
存
し
て
い
る
例
の
一
つ
で
あ
る
。

（
19
）　

陳
氏
は
本
條
を
衍
文
と
し
、
本
條
の
後
に
「
先
生
曰
、
初
學
工
夫
如

此
用
亦
好
」
以
下
の
文
が
續
く
第
九
十
五
條
が
正
し
い
と
す
る
が
、
實

際
に
は
第
九
十
五
條
は
、
本
條
と
王
守
仁
の
他
の
發
言
を
ま
と
め
た
も

の
で
あ
り
、「
胡
本
」
の
ほ
う
が
古
い
形
を
繼
承
し
て
い
る
も
の
と
思

わ
れ
る
。
こ
の
推
論
は
、
後
述
の
ご
と
く
、「
胡
本
」
に
は
「
全
書
本
」

第
九
十
五
條
が
記
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
も
補
强
さ
れ
る
。

（
20
）　
「
全
書
本
」第
九
十
五
條
は「
胡
本
」に
は
無
い
。
こ
の
點
に
關
し
て
は
、

註
第
十
九
を
參
照
の
こ
と
。

（
21
）　

陳
氏
は
「
先
生
歸
越
時
」
條
を
、
錢
德
洪
の
序
と
す
る
。

（
22
）　

陳
氏
は
「
嘉
靖
戊
子
鼕
」
條
を
、
錢
德
洪
跋
と
す
る
。

（
23
）　
『
傳
習
續
錄
』
の
刋
行
に
つ
い
て
は
、
註
十
四
所
收
の
拙
論
お
よ
び

拙
著
第
一
章
第
五
節
「
白
鹿
洞
本
『
傳
習
錄
』
に
つ
い
て
」
を
參
照
の

こ
と
。

（
24
）　

こ
の
よ
う
に
末
尾
に
佚
文
を
存
す
る
の
は
、「
胡
宗
賢
本
」
の
ほ
か
に
、

施
邦
曜
編
『
陽
明
先
生
集
要
』
所
收
の
『
傳
習
錄
』（「
施
本
」）
な
ど

に
お
い
て
も
見
ら
れ
る
現
𧰼
で
あ
る
。『
傳
習
錄
』
が
、
そ
れ
以
前
の

も
の
に
資
料
を
追
加
す
る
形
で
今
日
の
よ
う
な
形
に
な
っ
た
た
め
で
あ

ろ
う
。
な
お
、「
施
本
」
所
收
の
佚
文
に
關
し
て
は
、拙
著
附
錄
一
（
一
）

「
施
本
『
陽
明
先
生
集
要
』
と
兪
本
『
王
陽
明
先
生
全
集
』
に
お
け
る
『
傳
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習
錄
』
の
佚
文
」
を
參
照
の
こ
と
。

（
25
）　
『
王
陽
明
全
集
補
編
』
に
お
い
て
は
所
藏
⺇
關
を
明
示
し
て
い
な
い

が
、『
中
國
古
籍
總
目　

子
部
一
』（
中
華
書
局
・
上
海
古
籍
出
版
社
、

二
〇
一
〇
）
第
三
十
頁
に
據
れ
ば
、
天
津
圖
書
館
藏
本
ま
た
は
臺
灣
國

家
圖
書
館
藏
本
を
利
用
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

（
26
）　

な
お
、『
王
陽
明
全
集
補
編
』
第
三
三
〇
～
三
三
二
頁
の
說
明
に
お

い
て
は
、『
續
傳
習
錄
』と『
傳
習
續
錄
』を
同
一
視
し
て
い
る
よ
う
だ
が
、

こ
の
點
に
つ
い
て
は
な
お
考
察
の
必
要
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。『
傳

習
續
錄
』
に
關
し
て
は
、
註
十
四
お
よ
び
註
二
十
三
所
收
の
拙
論
お
よ

び
拙
著
を
參
照
の
こ
と
。

　
〈
キ
ー
ワ
ー
ド
〉
胡
宗
憲
、
陽
明
先
生
文
錄
、
傳
習
錄
、
天
眞
書
院　

※
本
論
文
は
、
平
成
二
十
九
年
度
科
學
硏
究
費
補
助
金
（
基
盤
硏
究
（
Ｃ
）
課

題
番
號
１
７
Ｋ
０
２
２
０
９
）
に
よ
る
成
果
で
あ
る
。




